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Stratigraphy　and 　inhabited　environments 　of　the　Cetacea　in　Japan
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Abstraet　 Whale　fossils　are 　found　more 　frequently　than　those　 of　any 　other 　oceanic　mammals ．　This　sug ・

gests　that　whales 　have 　proliferated　because　they　are　the　bestadapted　mammals 　to　aquatic 　hfe　style ．　The　fos−

sils　seem 　to　have　occurred 　in　c亙ose 　re1ationship 　with 　paleoenvirQnmental　change 　ef　the　Japanese　IslaIlds，

　The　oldest 　whale 　fossils　in　the　Japanese　Islands　were 　yielded　frQm　the　Ashiya　f跚 na 　in　Kyushu 　and

the　AshorQ　fauna　in　Hokkaido　both　of 　the　Late　OhgDcene ．　Many 　whale 　fossils　were 　repQrted 　from　the

early 　Middle　Miecene　formations　with 　the　Kadonosawa　fauna　in　Kanto　and 　southwest 　Honshu ，　though 　a

few　occurrences 　have　been　reported 　from　nQrtheast 　Honshu 　and 　Hokkaido．

　This　tendency　continued 　into　the　Late　Miocene　Shiobara−Yama 　fauna　stage ，　though 　the　species 　are 　diffe．

rent 　between　the　two　faunas．　Many 　whale 　fossns　have　been　discovered　in　the　Late　Miocene　formatiQns　of

northeast 　Honshu 　and 　HokkaidQ．

　Occurrence　of　whale 　fossils　duri  the　 PIiQcene　is　w 貢despread　throughQut 　the　Japanese　Islands，　but　the

species 　found　in　the　Tatsunokuchi−Takikawa 　fauna　and 　those　found　in　the　Omma
−Manganli　fauna　differ．

　These　facts　suggest 　that　each 　whale 　species 　has　a　different　hab辻at （e、g 　cold 　currents 　or 　warm

currents ），
even 　though ヒwhales 　are 　highly　mobile 　species 、　It　is　likely　that　the　difference　of　species 　bet−

ween
　southwest 　Honshu　 and 　 northern 　Japan　（including 　Hokka 童do＞　reflects 　th孟s　tendency 　to　inhab正t

different　 areas ．

Key　words ：Cenozoic，　mammal ，　Cetacea，　biogeography

は　 じ　 め 　 に

　日本 に お け る 鯨類化石 の 報告 は，Matsu皿oto （1926）

に は じ ま り，高井 （1938），鹿間 （1975）な ど が あ る．

そ の 後，長谷川 ・北条 （1965），長谷川 ・加藤 （1974），

堀 川 （1977），木村 （1978），Okazaki （1982） な ど地 域

的 に鯨類化石 の 研究が進 ん だ，大石 （1985） は，日 本 の

鯨類化石 の 研究 を総括 し，そ の 概要を報 じた．

　そ の 後，長谷川 を代表者 に ，文部省科学研究補助 金 を

受 け て 総合研究組織が組 ま れ
， 「日 本産海 生 哺 乳 類 化 石

＊　北 海 道 教 育 大 学 札幌 分校 地学教 室．Laboratery 　of　Earth　Science，

　 SapporQ 　Campus，　Ilokkaido　University　of 　Education ，　Ainosato　5−3，

　 Kita−kulSapporo　OG2 ，Japan．

の 研 究」（1987，1988） を ま と め た．こ れ らの 資料 に，

1990年 ま で に 報告 さ れ た報文 を加 え て ，日本産鯨類化石

の 分布 と 産出層準
・
古環境 に つ い て考察す る．

鯨化石 の 分布 と層準

　鯨 目は 原鯨 亜 目 ・歯鯨亜 目 ・ヒ ゲ鯨亜 目の 3亜 目に分

類 さ れ て い る ．原 鯨亜 目の 化石 は 北海道足寄町の 多数の

標本 の 中に 含 ま れ る こ とが 予 想 さ れ る が，検討中 な の で

本報 で は触 れ な い ．第 1表 は ヒ ゲ鯨 亜 目 と判断 さ れ た
一

覧表で あ り，第 2 表 は 歯鯨 亜 目の
一覧表 で ある．こ れ ら

の 標本 を，日本列島 の 第 三紀層 序対比図に 記録す る と第

1 図の 通 りで ある．こ れ に よ る と
， 鯨 目化石 の 産 出 期 は

3 期 に 区分 す る こ と が で きる ．

　第1 期は北九州 の 芦屋層群脇 田層 と北海道川 上層群中
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第 1 図　日本 に お ける ク ジ ラ 目化石 の 層位的分布図

　　　 ● 　ヒ ゲ ク ジ ラ 亜 目　 × 　歯 ク ジ ラ 亜 目

　　　 対比表 は 日本 の 地 質 （共立 出版，1986〜1991）に よ っ た が 他 か ら引用 した もの は

　　　　した．標本番号は 一
覧表 お よ び地理的分布図の 番号 に

一
致 す る，

）で 示
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第 1表　お もな 日本産 ヒ ゲ鯨 類化石標本
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部層 の 茂螺湾層 か ら産出 し た 足寄動物群 で あ る．こ れ ら

の 産 出 時代 は い ずれ も後期漸新世 の もの で あ り，後者 は，
27 か ら 25Ma と報告 さ れ て い る （松井 ・雁沢，1987）．

第 2 期 は ，前 期中新世末葉 か ら 中期中新世 の 前半 の 時期

で ，16，5か ら12Ma に 集中す る．第 3 期 は 後期 中新世 の

8Ma 頃か ら は じ ま り，鮮新世 ・更新世 へ と連続 して 産

出 す る ．

　第 1期 の 漸新 世 は，鯨 類 が 鯨 ヒ ゲ を 獲得 して 歯 を消失

し，プ ラ ン ク トン 食 に 適応 し た ヒ ゲ 鯨類が 出現 した時期

で あ る．ま た。歯鯨類 は 分化を進 め た 時期 に あた る ．北

九 州産 の 標本 に つ い て は，Okazaki （1982 ，ユ987）に よ っ

て Metasqualodon　symmetricus が，　Okazaki（1988）に よ っ

て Squalodon　 sp ．が 報告 さ れ た．こ れ ら は い ず れ も歯鯨

亜 目の 絶滅種 で ある （第 2 図 ）．

　
一

方，北 海道足寄町産 の 標本 に つ い て は 木村 （1988）
が 12標本 中 7 標 本 に つ い て 検詞

．
を加え た．その 結果，3

標本 は 頭蓋骨 ・鼓室胞 の 形態 か ら ヒ ゲ鯨亜 目に 所属 し，
絶滅種 の Aetiocetidaeと さ れ た．　 Aetiocetidae の 標本 は，
日本 で 初 め て の 報告 で あ り，北米大陸西岸にお い て は ，
Chonecetus　soohensis 　（Russell，　1968）　と Aetiocetus
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第 2表　お も な 日本産歯鯨 類 化石 標本
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oo 砂駕 彬 ” s （Emleng ，1966＞の 2 標本が 報告 さ れ て い る

過 ぎない ．足寄標本 （第 1 表 の 16・17 ・18）は 北米産 の

2 標本 の 両者の 特徴 を持 ち 合 わ せ ，
Aetiocetidaeの 系統

進化 を明 ら か に で き る 標本で あ る．また，別 の 4標本 は，

Squalodontideaに 所属 させ た が，そ の 後 の 検討の 結果，

SqualodontideaとSquaiodelphidaeに 分類 され る と 考 え ら

れ た （第 2 表），こ れ ら は 何 れ も絶滅種で ある が ， 歯鯨

亜 目の 分類 に つ い て は，欧米 で も議論が 別 れ て お り，今

後足寄産 の 標本 と北 九州産 の 標本 を合 わ せ て 考察す る 意

義 は 大 きい ．足 寄標本の 産出 は狭 い 地域 か ら多種類 の 標

本 が 集 中 して 産 出す る こ とが 特徴 で ある ．

　　第 2期 の 中期中新世前半 に お け る 産出の 特徴 は ，関 東

以 西 に 多く見 られ，東北
・北海道 で の 発見 は ま れ で あ る．

中国地方で は ヒ ゲ 鯨亜 目 ， 中部 地 方 で は歯鯨亜 目に 産出

が 偏 っ て い る．関東地方で は両 亜 目が認 め られる （第 1

図）．ま た，化石 は 単体 で は な く複数体 で 産出す る の が

特徴で ある ，広島県庄 原 市 の ヒ ゲ鯨 6 標本，新潟県佐渡

郡小木 町 の 歯鯨 5標本，岐阜県瑞浪市周辺の 歯鯨 6 標本 ，

群 馬県吉井町 の 5標本 な どが その 例で あ る．こ の よ うな

産出状態
．
は，鯨 の 集団 漂着 や 化石化 の 原 因 を考察す る 上

で 意義ある も の で あ る，

　第 3 期 の 後期中新世以後 の 産 出状況 は ，
ヒ ゲ鯨亜 目は

東北
・北 海 道 に 多 く，関東以 西 で は 歯鯨亜 目の 発見数が

多く な っ て お り， 対照的で あ る ．こ の 分布傾向 は，本 報

で
一覧表 に 掲載 し た 未記載の 標本 の 詳細 な報告が な さ れ

た と して も，亜 目レ ベ ル で の 分類 に大 きな変更 は な い と
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第 2図　鯨類各科 の 層 位 的分布 と 日本産化石 の 産出層準 （Barnes，1984に加記 ）

　　　　番号 は
一

覧表お よ び分布図 と
一
致す る

考 えら れ る．こ れ ら は 古環境 と鯨 の 生 態 を考察す る 資料

と なる．

鯨化 石 と古環境

　第 3 図 は 各時代 の 古地理図 （齋藤，1989 ； 米谷 ，
1988）

に 鯨 化石 の 産出地点を示 した．鯨化石 は，古 日本列島の

内湾や 沿岸域 に 位置す る こ とが 示 さ れ て い る．

　北半球に お ける 現生の ヒ ゲ鯨 亜 目 ナ ガ ス ク ジ ラ科 の 生

態 を み る と，繁殖期 は 赤道付近 の 暖流域 で 繁殖 し，索餌

期 に は 日本列島の 沿岸 コ ース を北上 して 北太平洋の 寒流

域 へ と移動 し，オ キ ア ミ の 豊か な地 域 で 索餌する こ と が

し られ て い る ．

　漸新世 か ら現在 に至 る ま で
，

お も に寒流 に 洗 わ れ て い

た東北 地 方 の 太平洋側 と北海道 は ，ヒ ゲ鯨亜 目の 索餌場

に な りうる 可能性が あ る．Saito　et 　al ．（1988）は
， 茂螺

湾層 に 発達する 石灰質 ノ ジ ュ
ー

ル 中に ，保存の よ い 珪藻

化石 が 含 まれ て い る こ と を発見 し，浮遊 性 有 孔 虫 群集が

Globigerina　bullodidesで 代 表 さ れ る Globigerina− mor ．

photype の 数種を随伴す る と い う単調な組成 で あ る こ と

か ら．後期漸新世 の 北海道中央部か ら東部域 は 湧 昇流 地

帯 で あ る と述べ て い る （第 3 図の 1 ）（齋藤 ，
1989），こ

の こ と か ら，北海道地 域 は 植物性プ ラ ン ク トン ・動物性

プ ラ ン ク トン の 密生 す る 環境と な り，魚類 や 頭足類 な ど

も繁殖 し， ヒ ゲ鯨群 の 索餌場と な っ た ば か りで な く
， 歯

N 工工
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L
第 3図　古環境 の 変遷 とク ジ ラ 目化石 の 産出位置

　　　　 （古地理図の 1 は斎藤常正 ，
ユ989 ； 2 〜6 は米谷盛壽郎，1988に加筆）

　　　　 （● 印は ヒ ゲ ク ジ ラ 亜 目 （Mysticeti），× 印 は 歯 ク ジ ラ 亜 目 （Odontoceti＞を示す）

鯨 も こ の 海域 で 群 れ を な し て い た と考えら れ る．茂螺湾

層 か ら鯨化石 が 多産す る こ とは ，こ の よ うな環境と生態

の 反映 と考 え ら れ よ う，北九州地方 で も複数 の 歯鯨 化 石

の 産 出 が 報告 さ れ て い る （Okazaki，1982，1987，1988）

が，齋藤 （1989）は，鯨化石 の 産出 し た こ の 地域 の 内湾

で も有孔虫の 群集を報告 し て い る ．

　前 期 中 新世末葉 の 17か ら ユ6Ma に な る と
， 日本全域 に

急速 に海進が起 こ っ た こ とが 知 られ て い る．良質な珪藻

土 や 珪藻質シ ル ト岩が広 く分布する 能登半島の 珪藻化石

を調査 した 小 泉（1986）は，中期 中 新 世 初 頭 （16− 14．5Ma ）

の 珪 藻 群 集 に は，BruniOPsis　 mtrabils ，　 Cestodiscus

SPP ．，Dentlculo♪sis　 ndeobariCa ，　 D ．　Punctata，　 RaPhido−

discus　mary 　tanddeaな ど の 温暖種 が 多 く，温暖気候 の 影

響を受け た と報告 した．また，海進期 の 堆積物 に 含 ま れ

る軟体動物化石群 は，熱帯な い しは 亜 熱帯系 の 浅海性群

集 で 特徴づ け られ て お り，こ の 化石 群 は 門 ノ 沢動物群 と

よ ば れ て い る （Otsuka，1939 ：鎮 西，1963）．

　当 時 の 沿岸 部 の 植 生 は
， 花 粉分 析 の 結果 か ら，

Carya ，　Liquldambar が 多産 し
， か な りの Dαcrydium を

伴 う
一

方，Taxodiaceaeや FagtdiSが低率 で ある とい う特

徴 を持 っ た マ ン グ ロ ーブ林植物が 存在 し て い た こ と が報

告 さ れ た （山 野井，1984）．こ の よ うな温暖 な 環境 に多

産する 哺乳動物化石 に は，P αleaParadexiaが ある （鎮西，
1984）．こ の 時代 の Desmostylus の 分布 は

， 東北 ・北 海

道 に 限 ら れ て い る ，

　第 1 図 ・第 2 図 に 示 し た こ の 時代 の 鯨 目 の 化石 が 関東

以 西 に 集中 し た こ とは ，産出 し た 化石 の 鯨 種が 温 暖海域

を好 む種 で あ っ た か，あ る い は 東北 ・北海道 の 海域 が鯨

目 の 生息 に は適 さ な い 環境 に お か れ た か の 二 つ の 場合が

考えられ る，岐阜県瑞浪地方で 発見 さ れ た 歯鯨 6 標本 は

N 工工
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第 3表　日本産鯨化 石 の 地質時代 と地理的分類
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　25
qualodontidae 鰮 灘脳⊥1」 Eurhinodelphidae （＝Rhabdo

eidae）のEurhinodelphis （Okazaki ，

76 ；岡崎， 1978 ）と そ の 近 似 種 で あ る ． また，広
島

庄原産の6 標 本 はヒ ゲ 鯨亜目 の Cet 。 the −
riidae に

すると予報さ れ ている （ 大塚・太田，1988 ）， 埼玉県秩父産の1 標

も Cetotheriidae （ 吉 田 ，工 988 ） と

l え ら れて

り，こ
の時代に 発 見された鯨類 の種は限ら れてい る ． 　

一 方， 東 北から道南 地方 の16 ． 5 から 15Ma の地層

特 徴 を みる と ， 横 手 地 方の 真 昼川層，西 津軽地方 の

野沢 層 ，道南地方 の 訓 縫層の堆積期 に は，安山 岩 や

武 岩 の 火山砕屑 岩を 堆積 さ せ

お り ， 哺 乳 動 物 の生息環 境 と し ては 恵まれた環 境 と

いえな い ， 　 北 海道 北部の日本 海 側 に広 が る 築別層

， 挟 炭 層があ り 淡水から汽 水成の環境を示す岩相 が見られ るほか，

成 層 か ら 産出する軟 体動物化石 群は， SPisul

C　Bucei − num など の 寒流

要素を含む 築別 動物群 を 形成してお り， 西日 本 の 古

境 とは著し く 異なる． 　 熱帯 ないし 亜 熱 帯 系の 浅海 性

集で特徴づけ ら れ る門 ノ沢動物 群は ， ユ 5Ma 頃 に

滅し， 代わ って東北日本と 日 本海沿岸 域 に は 塩 原 ・ 耶 麻

物 群と呼ばれる 軟体動 物 化石群（鎮 西 ， 1986 ）

出 現 した ．こ の化 石群 は 温 暖 な いし は 亜寒 帯の 環 境

生 息 した 化 石
群
集 であ

， や や 深 い海 に 適 した群 集 も 含 ん で お り，海流 系 の

換 が考えら れ た（ 第 3 図 一 4 ）， 　この 時代 に

出 し た 鯨化 石についてみると，依然とし て関東以西 に分布が 偏

て いる
が，新潟県佐渡の鶴子層 産の5標本 は，Delphinidae（佐渡

棲哺乳動物化石 研 究グループ，1987 ），Ziphiidae

田嵜ほか ， 1987 ），　 Be ・ rardius （ 高橋

か，1989 ）である ．群馬 県産の 標 本は， 未記載であるが，福島県産の標本はKegla

鹿間ほか， 1973 ），GramPus （鹿間ほか，1973 ）

　 BalaenoP 　 tera （ 木村， 1988 ） であ

， 能 登 半島 和 倉層 の 標本は Squalodon （ 松

， 1988 ）と報告さ れてい る．前述の 門 ノ沢動 物群が

息 した 時 代 の鯨種 は 絶 滅種 の み で構

さ れ て い るのに対 し ， 塩原・耶 麻 動 物 群 と共 産した

化石の多 くは完 新 世 ま で引 き 継 が れ た種 で構 成されて

る ． 　こ の よ う な 鯨 化石の 産 出
は ，関

東
以西で は 塩

・耶 麻 動 物群の 終 結する ユ IMa 頃で見ら
れなくな

，後期
中
新 世 ま で の 発 見は まれであ る ． し かし，東 北 ・ 北海 道



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

日本産鯨化石の 層序 と 生息環 境 183

へ と継 続 す る．北 海 道 北 部 の 上 部中新統 の 稚 内層 は

Portlandla，　 Yotdia，SerriPes，NePtune α な ど を主体 とす

る 稚内動物群 （Uozumi，1962）が報告 さ れ て い る．初

山別地域 に お け る 稚内層 相当層 の 金駒 内 層 か ら は，海牛

化石 の 発見 （未報告）が あ り，鯨化石 も両 亜 目の も の を

確認 した．福沢 （1988）は，こ れ らの 化石 を産出 した稚

内層 の 層状珪質岩 の 堆積機構 か ら 湧昇流が 発達 した こ と

を推定 し た．こ の 考え を支持する な ら ば
， 上部漸新統 の

茂螺湾層 同様 に プ ラ ン ク トン の 発生 と，脊椎動物 の 繁栄

を 関連づ ける こ とが 可能で あろ う，

　北 海道 地 方 で は
， 寒流系動物群 か ら な る 後期 中新世 の

海 は鮮新 世 へ と 引 き継 が れ，FortiPecten　taleahashii や

Elρ鰯 伽 觴 ezoenze で 代表 さ れ る 滝川
一
本別動物群 （魚

住 ・藤 江 ，ユ958） を形成 した．こ の 動物群 は
， 北方太平

洋 型 群 集 と して 北 は サ ハ リ ン へ ，南 は 仙台付近 の 竜 ノ ロ

動物群 （Nomura ，ユ935，1936）へ 分布を広げ た．

　鮮 新世 の 鯨 化 石 は，ヒ ゲ 鯨 亜 自で は 北海道沼 田 町 の

BalaenoPtera　sp ．　cf ．ac ” torostrata（木村 ほ か，1987）や ，

深川市 （古沢 ・木村，1982）と留萌市 （木村 ・
松原，1990）

か ら の 絶滅 種 の Bataenula が 報告 され た．北海道北部 の

羽 幌町 か ら は，Balaenopteridaeの 頭骨 の ほ か，歯鯨亜

目で は 寒流系種 の Phocoenidae の 頭骨 の 産出 が あ る ．岩

手県産 の 標本 の 多 く は，Balaen。pteridae（大 石 ，1985）

や Cetotheridae（大石，1987）で，福島県い わ き市産 の

標 本 は Balaenopteridaeの 6 標 本 を は じ め，　 Eschrich−

tiidae の 保存 の よ い 標本で あ る （国 府 田 ・長 谷 川，1988）．

　鮮新世 の 西 日本 の 日本海側 で は
， 能登半島 で T“ rritet ．

ta，　 Anadam ，　 ScaPharca ，　 MiguhePecten，　Pseudamlantis ，

Mercenaria な ど多種多様 の 軟体動物化石 を 産出す る 大

桑動物群 が 知 ら れ て い る，七 尾市付近 の 崎山層 か らは
，

軟体動物化石 に共産 して Balaenidae，　Delphinidaeが 報告

され て い る （松浦，1988），

　更新世 の 鯨化石 は現 生 種 と同種 の もの が 多 く， 北海道

で は十 勝平野 の 池 田 町か ら BalaenoPtera　borealiS（木村，
1978），石 狩平野 で も Balaenopteridae （木村，1983 ； 木

村 ほ か，1983）が報告され た．関東地方 で は歯鯨 の 発見

が 多 く ， Orcα （高井，ユ938），　 Stenella（小泉，1988＞は

温暖系種 で あり，軟体動物化石 群集 の 黒潮動物群 の 産出

と矛盾 し な い ，

結 語

　海生 哺乳類 の 中で ，鯨化石 が 最 も多 く産出す る こ と は
，

鯨 が
一
番水中生活に適応して お り大繁殖 した こ との 反映

と い えよ う，そ の よ うな鯨の 化石化は，日本列島の 古環

境 の 変遷 と 深 くか か わ り合 い な が ら形 成 され た と考 え ら

れ る．日本列島 で の 鯨化石の 産出 は
， 後期漸新世 に お け

る 北九州地方の芦屋 動物群 ，北海道の 足寄動物群 に は じ

ま り，前期中新世 は 陸域 が広 が り，地層 ・化石 の 形成 は

少 な か っ た ．中期中新世初頭 に は 日本全 国 の 海進 に よ っ

て 生 ま れ た 門 ノ 沢動物群 と共産 して
， 関東以 西 で 鯨化石

の 集中的 な 産出が 見 ら れ た が，東北 ・北海道 で の 発見 は

少 な い ．こ の 傾向 は，塩 原
一

耶麻動物群期に 入 っ て も引

き継が れ た．関東以 西 の 鯨化石種 は
， 門 ノ 沢動物群期 と

塩原 一耶麻動物 群期で は種 の 違い が 認 め られ た．後期中

新世 は ，西 日本 の 鯨化石 の 産出 は 少 な くな り，東北 ・北

海道 の 産 出が 顕著 に な っ た．鮮新世 の 化石 の 産出 は全国

的 に 広 が っ た が，東北 ・
北海道 の 竜 ノ ロ

ー
滝川動物群 と

共産 す る 鯨 化石 種 と，西 日本 の 大 桑
一
万願寺動物群 と共

産す る 鯨化石種 は 異な る種群 で あ っ た （第 3 表）．

　こ れ ら の こ と か ら，移動性の 大 きな 鯨で は ある が，暖 ・

寒流 の 環境 を棲 み 分 け て お り，化 石 もそ の 反映 と して 地

域 ご と の 種差 が 表れ た もの と考え ら れ る．

　本報 は ，1987−89年度文部省科学研究補助金 （総合研

究 A ）日本海沿岸総研 の 中 で 進 め た も の で あ る．記 し て

関係諸氏 に お 礼申 し上 げ る，
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（要　旨）

木村方
一

，
1992 ： 日本産鯨化 石 の 層序 と生 息環境 地質学論集 ，

37
，
175−187． （Kimura ，　M ．

，
1992 ：Stratigra−

　phy　and 　inhabited　environments 　ot　the　Cetacea　in　Japan ．　Menu　Geof　Soa　Japan， 37脚 175−187，）

　　日本 産 鯨化石 の 産出期 は 3 期 に 区分 され る．第 1期 は 後期漸新世 の 北九州芦屋層群脇 田層 と北海道川上 層群

　の 茂螺湾層か ら産出 し た足寄動物群 で あ る，前者 は，Odontocetiの Squalodontidaeの 複数標本が 発見 さ れ て お

　り，後 者 は Odontocetiの Squalodontidae，　Squalodelphidaeの 複数標本 の 他 に Mysticetiの Aetiocetidaeの 複数

　標本が 産 出 して お り，当時の 北海道地域 は 有孔虫 の 研 究 か ら勇昇流地帯 で あ っ た．第 2 期 は 前期 中新世末葉 か

　ら中期中新世前半の 時期で ，16．5か ら 12Ma の 関東 以 西 に 集 中 して お り，東北 ・北海道 で の 発見例 は まれ で あ

　る ，こ の 第 2 期 の 前 半 は 門 ノ 沢動物群期 に あた り，鯨種 は Mysticetiの Cetotheriidae，　OdontQcetiの Rhabdos ．

　teidaeが 5 − 6 体 の 複 数 で 産 出す る．第 2 期 の 後半 は 塩 原 一耶麻動物群 に あ た り，鯨種 は Mysticetiの

　Balaenopteridae，OdQntocetiの Delphinidae，　Squalodontidae，Ziphiidae，　 Physeteridae，が 産出 し前半 と は種の 構

　成 が 異 な る ．第 2 期 の 東北 ・北 海道 の 地層 に は 安山岩 や 玄武岩質の 火 山砕屑岩層 を挟 ん で お り， 哺乳動物の 生

　息環境 と して は 恵 まれ た環境で は な か っ た．第 3期 は 後期中新世 か ら現 世 ま で継続す る が，東北 ・北海道 の 竜

　ノ ロ
ー

滝川
一

本別動物群 に 共産す る 鯨種は Myst 正ceti で は Balaenopteridaeが多 くな り，他 に Balaenidaeを産 す

　る．Odontocetiは Phocoenidae，　Physeteridae，　Delphinidaeが 認 め ら れ る ．関東以 西 で は Balaenopteridaeの 発

　見例 は な く，大桑動物群 に 共通 した鯨種 は Balaenidaeと Delphinidaeで ある ．
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